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全数把握対象疾患

定点把握対象疾患　（定点あたりの患者報告数＊） ＊数字は、１医療機関が１週間に診断した患者数を示します。

インフルエンザ 流行性耳下腺炎

COVID-19 急性出血性結膜炎

RSウイルス感染症 流行性角結膜炎

咽頭結膜熱（プール熱） 細菌性髄膜炎

A群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 無菌性髄膜炎

感染性胃腸炎 マイコプラズマ肺炎

水痘（みずぼうそう） クラミジア肺炎

手足口病 感染性胃腸炎（ロタウイルス）

伝染性紅斑（リンゴ病） ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞによる入院患者

突発性発しん COVID-19による入院患者

ヘルパンギーナ

【西彼保健所よりお知らせ】　

新型コロナウイルス感染症は、西彼・国・県ともに3前後まで緩やかに減少してきました

長崎県感染症発生動向調査事業

西　彼　保　健　所　感　染　症　情　報
令和６年第

【発行元】長崎県西彼保健所　地域保健課　TEL：095-856-5059  

現在、西彼地域では注意報や警報レベルの感染症はありません

一類感染症 　報告なし

二類感染症 　報告なし

三類感染症 　報告なし

四類感染症 　報告なし

五類感染症 　カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症　患者（80代・女性）［2024年累計1件］

疾患名 前週 今週 備考 疾患名 前週 今週 備考

3.00 0.67 0.50 －

3.33 2.00 － －

0.75 0.25 － －

0.75 0.50 － －

3.50 5.25 － －

4.00 2.00 － －

－ － － －

0.25 1.00 － －

－ －

－ － － －

－ －

－ 0.75

【医療機関あて】麻しん発生状況に関する注意喚起（国立感染症研究所HPより）

21例
（2024年4月3日時点） 21例のうち少なくとも13例に海外渡航歴あり

13例のうち8例は同一の航空機を利用

21例のうち10例（48％）は20歳代

麻しん含有ワクチン接種歴は少なくとも17例（81%）が2回接種未完了者

● 麻しんは空気感染を含む多様な感染経路を有する感染性の強いウイ

ルス感染症で、予防接種が最も有効な予防法です

● 医療機関で麻しんの疑いがある方から相談を受けた際、受診を要す

る場合は、医療機関への移動は公共交通機関の医療を可能な限りさせ

る避けるようお伝えください。

● 臨床診断をした時点で、直ちに保健所に届け出てください。遺伝子検

査のための検体採取にご協力をお願いします

麻しん排除を達成している英国や米国

でアウトブレイクが確認されています

国内への輸入例の発生が懸念されます

原文をこちら

からご確認く

ださい➡


